
2023. 5.24  次回 KOZOOM28 サロンを前に HP に寄稿 

    このごろ 思うこと （Ⅲ）                 

                  中西 卓 ＠岡山  

 真冬に (Ⅱ)を寄稿してから月日が経って初夏のような季節になりました。四季の移ろいを

感じるのが あと何回あるのかと思ったりもします。相変わらずの身辺雑記を お許しくださ

い。 

  

①  マイナンバー： 

KOZOOM で大半の人がカードを作って 20k\もらったという話に、流れに乗り遅れまいと

カードを取得したまではよかったが、その後マイカードは眠ったままである。GG 仲間をは

じめ誰彼なしに聞いてみたが、多くが無関心である。訊く相手と聞き方が拙いのかもしれな

いが、首都圏と地方の違いがあるように思える。万事が鈍感でスローなのかもしれのない。

マイナカードのトラブルを TV ニュースで知ったが、まだ完全でないのかもと田舎者は自分

勝手なことを考える。お上の指示にささやかな抵抗をする人もいるだろうが、そんなことし

ても・・・・？ 

*5/17 の朝日新聞ディジタルはマイナカードのトラブルを報じて厳しく批判している。 

 

② 友心クラブ（桜が丘西八丁目の老人会）：  

50 数人の会員がいて、百歳体操やカラオケ、麻雀ク

ラブなど熱心な常連のグループもあるが、様々であ

る。私が週３で参加するのは近隣公園のグラウンドゴ

ルフだが、心身の健康と休憩時の情報交歓・コミュニ

ケーションが楽しくて暮らしにも役立つ。 

 

月１の写真グループは 4 年前に 6 人で始まったが、

今は 2 人だけになって集会所ロビーに掲げる W4 サ

イズの自選作品を四季折々に入れ替えている。相棒

は Nikon 一眼レフでマクロから望遠までの本格派、

自分は Canon G7X のコンパクトカメラを持ち歩く。

右は十何年か前 中欧一人旅で、YH を出てふと見上

げたら集合住宅の側壁にこれ何？ と思ってシャッタ

ボタンを押した。小さいタイルを貼り付けた絵だ。 

これまでは全く反応がなかったのに、今度は違った。OG たちが おとこまえ に目をとめ

たのだ。いつかは ベッピンさんを見つけたいがどこにいるのかな。  
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③ 桜が丘グリーンクラブ： 

ここに移住して 7 年目に近隣公園の緑化が団地初期造成のままでは不十分と気づいて、町内

会に相談してグリーンクラブを立ち上げた。花壇の女性グループと樹木の男 3 人計 10 人であ

ったが、次第に減ってきて 今は、花壇を春秋に植え替えて手入れする 2 人と 男は自分１

人。グラウンドトイレの道路沿い 目隠しの生垣アベリアの剪定と寒肥だけは産みの親責任で

続けているが、後継者を見つけようと GG 仲間に声を掛けている。 

 

 次は 別世界の話：最近 隣町出身の主婦 Y さんがネパールに片足置いて活動？していること

を知って、その話を聞くお茶飲みがあった。近くの県立農業大学校で果樹栽培を学び、（JICA

のように）農業指導に行っていると思い込んでいたが予想外れだった。標高 2400m の地でシ

ェルパが職業の現地住民に融けこみ、のどかな暮らしがお気に入りの様子。柿などの種を持

ち込んで芽を出させる試みが楽しみらしく、70 に届く女性の気概に驚き、今後も見守ってゆ

きたい。  

下の写真は Y さんの SD カードから：  

  

 

 

 

 

 

   

④ 円通寺 へ： 

ここへ来て間もなく、倉敷市玉島の丘に建つ良寛和尚ゆかりの円通寺へ観光気分で訪ねたこ

とがある。鉄道趣味を通じて親しくしていた故田代牧彦兄（中百舌鳥電気の同級生）が 2 年

前に亡くなり先祖からの菩提寺で眠っている。 

今度は旧友の墓前にお詣りなので、住職さんに電話して田代家のお墓に案内を乞うたところ

快く受けて下さり、般若心経を唱えていただき、あと境内の案内も。路線バスと急坂を歩い

てはおぼつかないのを、倉敷在住の写真友達に助けてもらったお陰で 3/30 に宿願をかなえる

ことができた。桜が例年より 1 週間早く満開だった。 
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⑤ 宇品島： 

広島サミットがなければこの島を知る人は県外でいないだろう。僕は堀川恵子さんの「暁の

宇品」を読んで旧陸軍唯一の海外補給基地に興味を持ち、おと年 11 月関門・萩・津和野をめ

ぐる旅の終わりに広島で途中下車して宇品港へ足を運んだ。陸軍の跡はかけらもなく、フェ

リーが次々に発着するばかりだったが、その先に樹木に覆われた小高い島があった。1 年半後

にここで G7 サミットが開かれようなど思いもよらず、TV で見る瀟洒なプリンスホテルは島

の東南端にあって見えなかった。サミットの膳立てと進め方は上々だったが、核兵器廃絶へ

の踏み込みが物足りなかったのは主催者の決断の至らなさと言えるだろう。ウクライナ情勢

の中で日本政府は悩ましいところだ。    

 （おわり） 


